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○平成２１年 ５月１５日発行 第１号
○阿蘇市立碧水小学校 文責 麻生廣文
○１面 入学式 職員紹介（含む転任）

新しい碧水の教育の創造（その①）
２面 〃（その②） 歓迎遠足
環境学習 交通教室 手作り安全旗

学
ぶ
心

平成２１年度碧水小学校教育の概要 入学式・職員紹介・碧水の教育

鍛
う
心

磨
く
心

清
ら
か
な
碧
水
の
心
を
育
て
る
た
め
に

例
年
よ
り
早
く
咲
い
た
桜
に
後
押

し
さ
れ
て
、
四
月
九
日
木
曜
日
に
入

学
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
年
は
三

十
八
名
の
新
入
生
で
し
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
て
ど
の
子
ど
も
も

「
は
い
！
」
と
は
き
は
き
し
た
返
事

が
出
来
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
来
賓
の
方
々
や
家
族

に
見
守
ら
れ
、
緊
張
の
中
に
も
和
や

か
な
式
が
進
行
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
の
方
々
の
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

お
祝
い
の
言
葉
の
後
で
、
新
一
年

生
は
、
「
ド
キ
ド
キ
ド
ン
！
一
年
生
」

を
歌
い
、
六
年
生
の
齋
藤
南
海
君
の

「
歓
迎
の
言
葉
」
、
全
上
級
生
に
よ
る

「
広
い
世
界
へ
」
の
歓
迎
の
歌
が
美

し
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

入
学
の
お
祝
い
品
を
黒
川
安
全
協

会
、
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｑ

ネ
ッ
ト
、
阿
蘇
市
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

校
長
式
辞
の
中
で
、「
へ
き
す
い
」

①

へ
ん
じ

は
き
は
き

②

き
ち
ん
と

あ
い
さ
つ

③

す
っ
き
り

早
起
き

④

い
つ
も

え
が
お
で

学
校
に
早
く
慣
れ
、
こ
の
四
つ
の

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
す

ば
ら
し
い
「
へ
き
す
い
っ
子
」
に
育

っ
て
く
だ
さ
い
と
話
し
ま
し
た
。

三
十
八
名
の
新
し
い
友
達
・
入
学
式

西村先生と入場の様子氏名点呼する神保先生はきはきとした返事で立ちました。

小
国
町
立
北
里
小
学
校

か
ら
、
二
年
一
組
担
任

と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。

南
小
国
町
立
南
小
国
中

学
校
か
ら
、
養
護
教
諭

と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。

阿
蘇
市
立
内
牧
小
学
校

か
ら
、
特
別
支
援
教
育

支
援
教
諭
と
し
て
赴
任

い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

三
笘
葉
子
先
生

杉
本
幸
美
先
生

杉
本
美
鈴
先
生

新
し
い
先
生
を

ご
紹
介
し
ま
す

よろしくお願いします
（平成２１年度職員）

１年１組 西村朋夕見先生
１年２組 神保 将治先生
２年１組 杉本 美鈴先生
２年２組 小野佐由美先生
あおぞら 兒玉 美紀先生
３年１組 赤池 昌記先生
３年２組 中村 美紀先生
４ 年 荒木 鉄成先生
５年１組 田上 邦宏先生
５年２組 古瀬英仁郎先生
６ 年 竹田 延行先生
教務主任 小出 哲也先生
少人数算数 後藤 正順先生
ＴＴ（～５／８）河内 航 先生

（５／９～）三宅 千恵先生
児童生徒学習支援 宗 朱美先生
養護教諭 杉本 幸美先生
事務主幹 嶋田 秀明先生
図書司書 桑原 真理先生
給 食 井野 里美先生
学習支援 三笘 葉子先生
学習支援 古閑 陽子先生
スクールバス運転 佐藤 惟敏先生
教 頭 井澤 長英先生
校 長 麻生 廣文先生

本
校
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
る
校
是
。
他
の
ど
の
学
校

に
も
な
い
特
色
あ
る
も
の
で
す
。

踊
り
山
の
社
の
杜
の
泉
の
水
は
、
清
冽
に
し
て
豊
か
に
村
々
を
潤
し
、

水
面
に
阿
蘇
の
山
々
の
四
季
を
映
し
て
流
れ
た
。
そ
の
碧
き
水
は
、

今
地
上
か
ら
消
え
碧
水
の
名
の
み
が
残
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
地

上
に
消
え
た
碧
の
水
を
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
心
に
受
け
継
ぎ
湧

か
し
、
そ
の
水
の
よ
う
に
清
ら
か
な
心
の
持
ち
主
に
な
ろ
う
。

「
清
ら
か
な
碧
水
の
心
」
を
校
歌
よ
り
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。
（H

.
1
9

）

○
学
ぶ
心
＊
自
ら
学
び
文
化
日
本
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
す
る
心

○
鍛
う
心
＊
自
ら
鍛
え
民
主
日
本
の
実
を
結
ぼ
う
と
す
る
心

○
磨
く
心
＊
自
ら
磨
き
世
界
平
和
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
心

そ
し
て
以
前
か
ら
あ
る
「
経
営
の
こ
こ
ろ
」
「
三
つ
の

運
動
」
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

学
校
と
は
・
子
ど
も
の
命
を
あ
ず
か
る
と
こ
ろ

・
命
と
命
の
ふ
れ
あ
う
と
こ
ろ

・
命
と
命
の
伸
び
あ
う
と
こ
ろ

特
に
、
児
童
会
・
委
員

会
の
活
動
で
進
め
ま
す
。

①
挨
拶
運
動
②
学
校
美
化
運
動
③
事
故
ゼ
ロ
運
動

経
営
方
針
は
次
の
五
点
。

（H
,
1
9

年
原
案
作
成
）

◎
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
校
是
に
示
さ
れ
た
清
ら
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に

～
「
明
る
く
元
気
へ
き
す
い
の
こ
」
七
部
長
制
を
も
と
に
し
た
新
し
い
碧
水

の
教
育
の
創
造
～

今
年
度
作
成
し
た
新
た
な
サ
ブ
テ
ー
マ
で
す
。

①
教
育
公
務
員
と
し
て
の
職
責
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
校
長
を
中
心
に
し
た

全
職
員
の
一
致
協
力
に
よ
る
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
。

②
子
ど
も
一
人
一
人
を
中
心
に
す
え
た
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を
常
に
意
識

し
、
自
尊
感
情
豊
か
な
子
ど
も
、
他
へ
の
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
心
身
と
も

に
健
康
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

③
Ｐ
‐
Ｄ
‐
Ｃ
‐
Ａ
の
経
営
サ
イ
ク
ル
の
も
と
、
７
部
を
も
と
に
し
た
計
画

的
・
継
続
的
な
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
。

④
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

最
大
の
教
育
環
境
で
あ
る
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
研
究
と
修
養
の
充
実

を
通
し
て
図
る
こ
と
。

⑤
保
護
者
や
地
域
の
願
い
を
大
切
に
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
地
域

の
負
託
に
応
え
る
開
か
れ
た
学
校
・
学
級
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
全
職
員
で
実
践
す
る
具
体
的
な
内
容
が
そ
れ
ぞ

れ
に
３
項
目
（
全1

5

項
目
）
あ
り
ま
す
。
（
略
）

七
部
制
の
説
明
や
新
し
い
教
育
の
具
体
的
な

取
組
は
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
、
校
務
分
掌
（
学
校
の
仕
事
の
分
担
）
表
を
改
善

し
、
部
長
制
度
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
部
長
さ
ん
を
も
と
に
校
務
を

３
～
４
名
の
部
員
で
協
力
し
て
企
画
・
提
案
し
、
全
職
員
で
取
り
組

む
こ
と
で
行
事
や
事
務
処
理
等
の
円
滑
な
遂
行
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

碧
水
小
学
校
校
是

経
営
の
こ
こ
ろ

碧
水
小
学
校
三
つ
の
運
動

碧
水
小
学
校
経
営
方
針

七
部
制
・
部
長
制
の
試
み

清
ら
か
な
碧
水
の
心
（
校
歌
よ
り
）

新
し
い
碧
水
の
教
育
の
創
造
（
そ
の
①
）
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新
し
い
碧
水
の
教
育
の
創
造
（
そ
の
②
）

☆
「
明
る
く
元
気
へ
き
す
い
の
こ
」
を

育
む
七
部
制
・
部
長
制

明
る
く
元
気
＊
庶
務
事
務
部

○
庶
務
・
事
務
関
係
、
管
理
・
渉
外
関
係

・
迅
速
、
確
実
な
事
務
処
理
、
管
理
に
励
み
ま
す
。

・
誠
実
で
明
る
い
接
遇
・
応
対
を
行
い
ま
す
。

・
明
朗
、
適
切
な
会
計
処
理
に
努
め
ま
す
。

へ
＊
変
身
変
革
碧
水
教
務
部

○
教
務
関
係
、
学
校
行
事
等
総
括

・
子
ど
も
や
地
域
の
実
態
を
生
か
し
た
教
育
を
進
め
ま
す
。

・
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切
に
し
ま
す
。

・
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
社
会
規
範
の
定
着
に
努
め
ま
す
。

き
＊
き
ら
き
ら
心
の
教
育
部

○
道
徳
・
就
学
前
・
人
権
・
特
別
支
援
教
育
関
係

・
自
他
の
命
や
心
を
大
切
に
し
た
教
育
に
励
み
ま
す
。

・
人
権
教
育
に
学
校
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
・
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

す
＊
す
く
す
く
体
育
保
健
部

○
健
康
・
安
全
・
体
育
・
食
育
関
係

・
健
康
状
態
に
気
付
き
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
体
育
学
習
、
体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

・
食
育
の
日
く
ま
さ
ん
（
熊
産
）
デ
ー
を
充
実
し
ま
す
。

・
安
心
安
全
な
指
導
と
施
設
・
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

い
＊
い
き
い
き
生
活
環
境
部

○
特
別
活
動
・
生
徒
指
導
関
係
、
清
掃
美
化
関
係

・
「
静
と
動
め
り
は
り
の
あ
る
」
学
校
生
活
を
推
進
し
ま
す
。

・
児
童
会
や
委
員
会
・
学
級
会
を
活
性
化
し
ま
す
。

・
月
目
標
を
徹
底
し
ま
す
。（
挨
拶
・
廊
下
歩
行
・
ス
リ
ッ
パ
）

・
美
化
に
努
め
、
人
や
自
然
に
優
し
い
学
校
環
境
に
し
ま
す
。

の
＊
の
び
の
び
学
習
環
境
部

○
教
育
環
境
整
備
、
情
報
教
育
、
英
語
活
動
関
係

・
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、
自
然
に
学
び
ま
す
。

・
楽
し
い
英
語
活
動
の
勉
強
を
始
め
ま
す
。

・
一
人
年
間
八
十
冊
以
上
の
読
書
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

こ
＊
こ
つ
こ
つ
研
究
研
修
部

○
校
内
研
究
、
職
員
研
修
関
係

・
学
び
の
態
度
を
育
成
し
、
家
庭
学
習
習
慣
を
付
け
ま
す
。

・
め
り
は
り
の
あ
る
熊
本
型
授
業
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

・
複
数
指
導
体
制
の
も
と
、
き
め
細
か
な
授
業
を
行
い
ま
す
。

・
社
会
科
や
人
権
教
育
の
研
修
に
励
み
ま
す
。

四
月
十
七
日
金
曜
日
。
市

の
運
動
公
園
「
あ
ぴ
か
」
に

て
新
一
年
生
の
歓
迎
遠
足
を

行
い
ま
し
た
。

運
動
場
で
出
発
式
を
行
い
、

荒
木
先
生
の
諸
注
意
を
聞
い

て
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
、
雨
が
降
り
出
し
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
た
い

し
た
心
配
も
な
く
、
十
時
半

現
地
に
到
着
す
る
頃
に
は
晴

れ
に
な
り
ま
し
た
。

到
着
後
、
ま
ず
児
童
会
の

新
し
い
運
営
委
員
の
進
行
で
、

歓
迎
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

歓
迎
の
言
葉
の
後
、
縦
割
り

班
ご
と
に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル

運
び
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
一
年
生

に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
頃
に
な
る
と
、
空
は

さ
っ
と
晴
れ
渡
り
暑
い
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

歓
迎
遠
足

あわてず急いで。班競走。

次
に
、
１
年
生
は
一
人
一

人
将
来
な
り
た
い
こ
と
を
堂

々
と
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た

お
弁
当
の
時
間
で
す
。
縦
割

り
班
長
さ
ん
の
お
世
話
の
元

で
楽
し
く
食
べ
た
り
班
ご
と

に
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

最
後
に
み
ん
な
で
ご
み
拾

い
を
し
ま
し
た
。

来
た
と
き
よ
り
も
美
し
く

「ぼくは、大きくなって・・・。」一人

一人堂々と将来の夢を語りました。

なんと言っても一番の楽しみはお弁当。

おうちの方の愛情いっぱい弁当でした。

全員でごみ拾いをしました。環境を大

切にする心や感謝の気持ちを育てます。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
・

触
れ
合
い
を
と
お
し
た
学
習

は
大
切
な
取
組
で
す
。
今
年

度
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
方
の
お
声
か
け
に
よ
り
、

有
用
微
生
物
菌
（
Ｅ
Ｍ
）
を

活
用
し
た
環
境
学
習
も
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
５
年
生
が
家
か

ら
米
の
と
ぎ
汁
を
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
て
持
ち
寄
り
、

菌
と
「
と
う
み
つ
」
と
混
ぜ

ま
し
た
。
二
週
間
ほ
ど
培
養

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
数
年
、
高
学
年
の
取

り
組
ん
で
い
る
学
習
で
す

が
、
今
年
は
同
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
ご
支
援
も
あ
り
、
地
域

と
の
交
流
含
め
た
活
動
に
な

り
ま
し
た
。

殺
菌
、
洗
浄
に
優
れ
、
６

月
の
プ
ー
ル
掃
除
で
も
大
活

躍
す
る
Ｅ
Ｍ
菌
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方

と
環
境
学
習
（
Ｅ
Ｍ
菌
活

用
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
高
学
年

５年１組と２組の合同授業の様子。右に

並ぶのがゲストティーチャーの皆さん。

校長室での打ち合わせの様子。

本
校
区
は
国
道57

号
線
が
縦

断
し
て
い
て
、
特
に
交
通
安
全
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全
教
室

の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

五
月
二
日
（
金
）
４
名
の
方
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弁
当
の
ヒ
ラ
イ
か
ら
西
町
に
抜

け
る
旧
道
は30

㎞
制
限
で
す
が
、

朝
夕
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
車
が

通
り
抜
け
ま
す
。

「
危
険
！
」
と
の
ご
指
摘
で
、

四
月
七
日
、
早
速
職
員
有
志
で
４

本
の
旗
を
作
り
ま
し
た
。
ヒ
ラ
イ

前
、
四
つ
角
、
学
校
前
、
蔵
原
の

４
地
点
の
毎
月
の
交
通
指
導
で
活

躍
し
て
い
る
旗
で
す
。

交
通
安
全
教
室

低・中・高学年に分かれて実施し

た交通安全教室。低学年は横断歩

道の渡り方がポイントでした。

陽射しの強い中に指導して

いただいた山部さん。手に

したカエルの小道具で子ど

もの興味を引きつけました。

安
全
速
度
を
守
ろ
う
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